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広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
で
は
、
お
た
よ
り
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
に
関
す
る
こ
と
、
広
報
に
関
す
る
こ
と
、
何
で
も
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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ま
で
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う
ぞ

青部駅で CAFE CHABATAKE を開催し まし た！
　 11月30日（ 木） 本川根小学校の４ ・ ５ 年生が

主体と なり 、 青部駅でカフ ェ を開き ま し た。 現在

は使用さ れていない駅舎を、「 みんなが集ま る 場

所に戻し たい」 と いう 思いから 、 自主的に駅カ

フェ 計画を立て、 抹茶ス イ ーツ の提供や地元野菜

のマーケッ ト など の出し 物を行いま し た。

　 ま た、 低学年によ る ク イ ズの出題や、 6年生に

よ る 「 川根本町音頭」 が披露さ れま し た。

地域住民と 一緒に全員で川根本町音頭を 踊る様子 地元野菜のフリ ーマーケッ ト 川根茶カ フ ェ の様子

　
12
月
16
日
（
土
）
本
川
根
小
学
校
で

令
和
５
年
度 

や
ま
び
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
が
主

体
と
な
っ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
笑
顔

に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
学
年
ご

と
に
企
画
・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　
低
学
年
は
、
「
お
い
し
い
お
茶
の
い

れ
方
」
や
「
川
根
本
町
の
食
材
」
に
つ

い
て
の
発
表
を
行
い
、
来
場
者
に
は
発

表
を
聞
く
こ
と
で
町
の
食
材
を
使
っ
た

イ
タ
リ
ア
料
理
や
川
根
茶
を
堪
能
で
き

る
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
４
・
５
年
生
は
、
先
日
開
催
し
た

青
部
駅
カ
フ
ェ
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

を
発
表
し
、
川
根
抹
茶
ス
イ
ー
ツ
等
の

提
供
を
行
い
ま
し
た
。
６
年
生
は
、
４

月
か
ら
探
求
し
て
き
た
川
根
本
町
の
魅

力
に
つ
い
て
発
表
し
、
温
泉
や
大
井
川

鐵
道
の
復
旧
等
に
対
す
る
思
い
を
伝

え
、
輪
投
げ
や
射
的
を
通
し
て
、
手
作

り
の
「
し
お
り
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
思
い
出
ル
ー
ム
」
で
は
、

過
去
17
年
分
の
写
真
や
卒
業
ア
ル
バ

ム
、
文
集
等
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
旧

南
小
学
校
30
周
年
記
念
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
（
平
成
13
年
11
月
17
日
）
の
開
封
を

行
い
、
当
時
の
西
川
校
長
、
上
野
教

頭
、
大
澤
教
諭
が
立
ち
合
い
ま
し
た
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
閉
校

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
）
で
は
、
6
年
生
に

よ
る
赤
石
太
鼓
演
奏
「
小
長
谷
城
陣
屋

太
鼓
」
「
赤
石
山
霊
龍
神
太
鼓
」
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
児
童
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

曲
の
「
川
根
本
町
音
頭
」
を
来
場
者
と

と
も
に
踊
り
、
盛
況
の
ま
ま
イ
ベ
ン
ト

の
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。

４・５年生による川根茶カフェ １・２年生によるお茶のいれ方発表大井川鐵道の各駅が書かれた輪投げ

３年生によるイタリアンレストラン ６年生による赤石太鼓の演奏旧南小学校閉校30周年記念カプセル

やま びこ フ ェ ス テ ィ バルやま びこ フ ェ ス テ ィ バル広
報

か
わ

ね
ほ

ん
ち

ょ
う
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